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1．�東亞合成株式会社におけるインターンシッ
プの紹介

　昨年度，初めての化学工学会インターンシップの受け入

れとなりました。

　当社研究開発の中心であるR&D総合センターには基盤

技術研究所，応用研究所，製品研究所，生産技術研究所が

あり，各研究所の要素技術の専門家たちが連携を取りなが

ら，チーム型の研究開発を進めています。

　今回の受け入れ先となった生産技術研究所では，新製品

や新規製造プロセス技術の研究開発をおこなっています。

短期間のインターンシップながらも，仮説を立てて検証す

るという研究開発の基本プロセスを学んでいただくため

に，検証に当たってはモデルを立ててのシミュレーション

を活用すること，実験の過程や結果をできるだけ可視化す

ること，データ解析は品質工学手法を用いて統計学的にも

考察をおこなうことを考慮した内容としました。

　とりあげたテーマは「重合槽内流動状態の可視化および

撹拌条件の最適化」で，析出重合における高粘度液撹拌と

いう，まさに最先端の技術開発を実務テーマとして取り組

み，小試規模～中試規模の双方での実験を経験しながら化

学工学ならではのスケールアップ&ダウンを自ら体感して

もらうことを主眼にカリキュラムを組みました。

　R&D総合センター全体の見学・概要説明（オリエンテーショ

ン）に始まり，テーマ内容・実験方法の議論，装置の組み

立て，測定試料となる模擬液の調製，小規模槽と中規模槽

を対比しながら種々撹拌翼を変えての流動状態確認やトル

ク測定，データ解析，まとめの報告とプロの研究員達との

実機適用に向けての議論，最後にもう一度研究所全体と実

装置のある工場見学，といった流れです。

2．�インターンシップの受け入れ企業として
の感想

　研修生からは，「企業での仕事のやりがいを感じること

ができた。実際の工場設計・建設や立ち上げの経験談を聞

き，やってみたいと思うと同時に成し遂げるための資質を

養うことが自分の課題だと実感した。」との感想をいただき

ました。また，指導担当者（課長）からは，「自分のアイデア

を入れて実験を進め，最適な撹拌条件を見出せました。試

験結果や発表資料もわかりやすくまとめられており，発表

後の質疑応答も自信をもって受け答えできました。」とコメ

ントしています。

　今回に続いて研究開発の最前線をぜひ体感してみたい，
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